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／／  夕張山脈植物分布論

西田彰一

QN THE DISTRIBUTION OF' PLANTS IN THE YUBARI 

MOUNTAIN RANGE. 
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h 夕張山臓は北海道の中央に位する古生層山臓にして．其所産植物の豊富在

るとと金遁に冠flb、従て其植物が如何在る要素よ b成立するかを調査研究す

るは北海道の植物分布系統を究Uるに於て重要在る地勲意 bとす。

予は明治三十八年（1905）下富良野に遊び其後方に聾立する富良野岳、1差

別岳の採集を計劃したれども嘗時未tl登山道なく遺域主がら是を中止し十勝岳

民整bて蹄札せb。大正元年（1912〕初夏柳津秀雄氏潰名有華氏、予民間ふに

大雪山整山を以てせらる、予は大雲山よ bも．夕張岳の古生屠にして、其所産

植物の採集は興味あるものなるべきを告げb。常年爾氏の夕張岳に於ける採集

の結果は牌して極めて興味あるものlとして、幾多の珍種を驚せb。設に於て予5

iま岡山臓の精査を試んと欲し、翌大正E二年（1913）柳津氏、足立啓次氏と共に

先づ産別岳よ b初め夕張岳を採集し更に大正三年（1914）には産別岳を再び探

L 超て大正五年（191 5）本山服の縦断族行を計劃し、1富良野岳よ b初め産別

岳、問中岳、南峰よ b鉢盛山氏出て、更に夕張岳、鉢盛山中聞のホロカトナシ

sベヲ水源の卦水嶺及（！.夕張岳、小夕張岳聞を精査し、略本山脈高地植物の大
要を窺ふを得たb。然れども本山臓の山域は頗る鷹太にして特に西列扉風岳、

鋸岳、黒蘇山、三角山等向未踏の匝域あb、調査の完壁は望み難しと量産も、孝氏
下記諸氏の採集あ b.設に予の得たる結果と合せて本山服所産植物 85科 274

属 504種民就て調査したる結果によ bて植物卦布上の事項を少し〈研究推論せ

んとす。

本山臓に於ける最初の植物採集者は石川貞治氏にして、明治二十九年

(1896）地質探検の傍 21種の所産植物を採集せb。同氏の標本には夕張岳と記

載すれども、考シグシaママエ川を経て登bしと云よ、に見るもJ採集植物の性
質によ b℃見るも産別前岳なるべしと信ず。究τ明治三十二年（1899）遠藤博

， 
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士は夕張川上流に於て其白亜紀層ib化石植物を得られ本山脈は化石研究上好

適地たるを同好者に紹介せらるO 是に於て明治三十七年（1904）藤井博士の化

石植物採集あ b。次て明治四十年再び遠藤博士は英閤植物皐者ストーフ・ス嬢と

共に夕張川上流パシタ毛品目パロ川ベシタモ品目バロ川に入れ大に化石植物

の採集を試みられ、備ほ Cladophoraの一新種を得らる。明治三十九年1(1906)

大井上義近氏は地質調査のため夕張岳に登b三角山（シユ歩パロ山）を経て夕

張岳頂上に達せらるO 本山登山者は以上の外山根理事士、陸地測量部員帝室林

野管理局員等あbと雄も‘純然たる顕花植物採集の目的を以℃登山せるも6、
蓋し柳津、潰名雨氏の大正元年（1912）夕張頂上に於ける採集を以℃鴨矢すと

べし。産別岳は予及び柳淳、足立覇氏の考玉三年（1913）に於ける採集は其頂上

を窮めたる最初のものなるべく。富良野岳、鉢盛岳の如きは大正五年（1916）予

及ぴ属国八十楠氏の採集あ 9o特に其鉢盛山の如きは重別岳方面よき強行整山

せるものにし℃、大なる準備と綿密在る計事！の下に初めτ達し得〈忌地織な b
とすQ績吃周年、郡場博士．本原均氏、石田文二郎氏を加へたる夕張岳幕整山

あL，予等の下山と前後して小泉博士は小泉秀雄氏と共に登山採集せ9o最後
K昨大正六年（1917）星野三郎氏栽培用高山植物採集の目的を以℃．秩季の悪天

、候を犯し℃華山せbo麗別岳方面にあ b℃は、大正三年（19r4）予皮ぴ宮川直
衛氏の再度登山あ bo翌大正四年（1915）小泉秀雄氏の採集を鰹〈大正五年

C 1916）予と福田氏の中岳南峰よ b鉢盛岳に越むし強行採集あ bτ、周年雄季星

野氏の登山i>!, .本山脈の植物採集地bしての名聾漸く高さ~加へた 9o・

ι 本山版植物乃文献に表はれたるは、武田博士（l’？の Noteson the },aI)anese. 

Primufas (19,15・）中氏於ける Primula yupariensis Takeda k崩する記載及(f.

5?即時wP!ants from Japanese Mountai.ns ( 1915・）に於ける 49種の本向麟所産
櫨物の記載を以て鳴矢とすt"'I，蓋し此の記載は 1913年予及び柳津氏．，足立氏＠

夕張昏産別母4ζ於H-る採集植物の一部主柳捧氏の主主附したるによるものにしτ
中氏六種の新種.Aconitumyuparense Takeda, Gentiana Y':lparensis Take_da, Saus7 

SU閃achionophylla Takeda, Sa!Jssurea yanagisawae Takeda, Sax~ft:aga lacini尚一

Nakai et Takeda及び Trisetum!eve Takeda.を記載せ b。次て宮部博士、工藤

皐士くめの共著』.：成る Materialsfor a Flora of Hokkaido ( 19 I 5-16）に於ける三

新種 Carexponmoshiriensis Miyabe et Kudo, Saxifraga N)shidae Miyabe et Ku-

do及び Corydaliscurvicalcarata Miyabe et Kudoの費表あ 9,o向同論文並に［樺

太植物誌］ (3) (1915・）に於て十一種の本山服所…産植物の記載あ 9,0究て小泉博

士一は Contributionesad Floram Asiae Orientalis (1917.）に於τ本山j振植物五
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種の記載お b。中井博士（8，めは Notulaead Plant部 Japonicaeet Coreae. (1917・）

4及、ぴ Aconitumof Yezo, Saghali.n and the Kuriles. (1917・）に於τ本山脈所産の
ムc0nitum4種の記載あ bo其他武田博士著［高山植物］比四種。河野齢寂氏著
［高山植物の研究］に十四種伝記載せbo以上は本論に於ける目録の各項に引用

せb。
本研究の接表に嘗b常R懇篤なる指導を賜bたる思師宮部博士、郡場博士．

伊藤皐士、工藤皐士、大井上畢士に深厚の謝意を表すO 備本山服植物調査に賞

b苦難を共にしたる柳淳氏、足立氏、木原氏、宮川氏、頑固氏、石田氏等の厚

、情を鳴謝す。終Bt乙常b星野三郎氏、下富良野村長三土常和氏、第八農場監督

r鈴木武良氏、i久慈市太氏、芽室村牧入役大村壬作氏‘l議名有葺氏等の好意を戚

謝すJ

＝、地形

夕張山脈は石狩岡空知、夕張雨郡の聞に縦走し北緯 43度よ !J43度 23分

に草b、東経 143度 15舟に位置すO 本山，臓は本道の脊稜をなす日高山脈と共

其北海道の基礎をなすものにして、日高山脈が南襟裳岬に起b北走しτ狩勝蝿
境附；まに濯するや、西氏一号脈を分出するもの即ち本山服にして、日高山臓と

相劃して約十里を距てとれと併走し、北上して空知川氏横断せられ、更に北上

して紳居山脈と在 b榊居古揮に於て石狩川本流tζ横断せられ向北進しτ雨龍方
面に入れb。山域広東側に浅くしで西側に深し、即ち東は丞知川其の束麓敷里

の聞に泡bて北流し之を限界すれども、西側は中央山臓紅葉山服、美唄山臓等

童文列の本山脈よ b分出する小山脈を隔て、石狩川、夕張川に限界せらる、匝域

如期慶大な bと雄も、本論に於ては狭義に於ける夕張山臓を収上高金山φ道

つまb夕張岳、産別岳を経富良野岳並tこ空知川沿岸に達する南北及び空知川、麗

別川、夕張川上流地域を包括する東西の範圏内とす。其間南北賞に十三里民連

亙し高苫 IOOO m 乃至 1900m tこ出入し、日高山脈と共に本道の古成屠よ b成

る山岳中主要なるものを座せb0 

a. 富夏野岳
宮夏野岳l:t本山服中最北に位置するものにして、下宮真野緑の西方二里ヌプバオマナ4河水源にあ

り。海抜 1504m峯競馬背紋にして南北に長〈東四lご狭〈、図面i主催松あ密生し東商l:t断昼ゃなぜり。

b. 董別岳群
、、富頁野搭の南間二塁i二Lて、山部擦の四方i二釜立するもの則ち麓別岳l二して、山骨稜々環上ιり大
なる露渓降下し富夏野原頭lこ於げる一億観なり。海抜 1920m 山越亦雄大l二して戴個の峰頭i二分つゐ得ぺ
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しn頂上It露岩義付こる、岩角にして、北面働嵯らなして地獄谷に望めり。本山頂It十勝土人の，田ア，
pプ9と帯するものにしてoアシユペヅトヌプリIt石狩土人の簿するところ、現上の四方僅少の商にあり、
峰E賀美なる同錐吠かなし低き111訟や密生ぜり、海抜 1890mル算す。
本山It更にー南方ドヲ！て、脊稜状の山埠か起し其中岳 188om It間百億松や覆ひ東薗御宿畑や形成ぜ

り。之れιり更に 1870m の南峰か起して念暢 1200mの低地黙迄綾傾斜か以て下れり。此の問地’It
シユーパロv,Jの水源にして東側It石英岩ιり成ろ 1300m級の岩壊の蓮立饗量状山峰にして、関側It極め
て綾漫なる一種の高原ゃなし蜂姶沼主主他の沼津私有し逗〈遠山ル望みて風光明頻なり。

c. 酉並走山峰群

管支野岳遭別岳等の主阪の両側に営ゆ之と極めて主主接して、脱走するー遣の小山沸jあり。

I. 扉風岳。富夏野岳問南iこ高原や隔てて僅舎の距車産i二於て、馬脊状の一山あり、葉山容富真野積

l：類似し、東側断崖の連立して扉風朕かなぜるか以て、扉風岳となす海抜 1500mあり。

量． 黒森情。重別岳It其登山道、夫婦岩と項上関に於て、四方Iζーの分限ゐ出し同錐朕の高峰 1700

抑 1J..起ぜり、英周国針葉喬木にして主主翠黒色なるi二ιり、黒森山となす。
3. 館岳。黒森山ιり北方、扉風岳との間l二於て。鋸歯状峯の漣根ιり成島南北に縦走す8機略あ

り東面断崖灰白色なり、これら鋸岳 1500mとなす。

4. 裏重別岳。中岳It叉西方約一塁か隔てー支駆ら出し、主脈と平行して南下ぜゆ。之奇襲...岳

k云Itんと欲す。

d. 鋒盛山

鉢盛山It目重別岳南峰i二南援する 1649，，.の鈍同紋の山蜂lこして、環上It老大なるf匪松や密生し東北

面It荷下ゆて政個の.回あり。

e. 三角山

鉢盛叫！、夕張岳関It約3皇に亘S脊稜紋の漣峰にして凡そ 1300mの高度会保ち.Bf軍事と夕張軍事とや
遺書きするものにして、地形極めて平凡なゆと議も、殆と英中間ιり僅1：鉢盛山lこ近〈函館iこ此の分水舗や
少しく脆してーの用維状山峰あり、これや三角山となす高度 1533m ~有し、針葉喬木te密生ぜり。

£ 夕張岳
本山脹の最南に位し、而して金山腹中の最高黙考F有する夕張岳 1933m It主阪の走向lご聾して問;ft:

に 8o度の角度や以て展開し東南ιゆ商北1：約 I里l：亘れゆ。其開南なるは首峰6こtて、山積tt:i王英若
者しUt碇岩の如き竪綾なろ岩石にして南北iこ長〈脊稜扶teなし、東西iこ狭し。
東北l：鋒立すろ二個の峻峻It小夕張と稽するものlこして、何れも E釦Om山骨稜々東南E耳目優訟や

轡生し商側It断崖般十史学里に綬き以て瀧のj翠並，：シユウバロ川の:iti原ゃなぜり。

南北爾峰問It康天なる蛇紋岩地帯i二して地勢千亘東北ιゆ西南i：民潟し、務次綾傾舗やなして、バ
シゲモユウバロ川の水源、ゃなぜり。

本地帯l:t中間鍛個の噴出岩ιり成る小主主や有ぜり。頂上附近に於げる大峰It鐘岩及び熊嘩とすa此
のご峰と項上関It蛇紋岩の大崩壊にしてエバナオマントナシユペヅ川の水源ゃなすや以て雨水の風化浸
蝕最も激甚なり。鐙岩、熊峰以北It東北に函する鷹犬な千原にして犬花畑るなぜり。郎ち蛇紋岩着手懸の設

建しれるものなり。而して大花畑北方It蝦暮岩、五創器等の輝総岩噴出あり、大岩渓や迂同して小夕張岳

l二議すべL-o

夕張岳以南i工走向精々束に偏し西北ιり東南の方向や取り、二三の小突起る起1tども、著しき高婦
なく育漸衣降下し金山道i二於て 488m fe致へ夏i二重主略式F越して狩勝圃境l二議官まり。
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与 水莱
駒治療置綾の河流It石狩JIJ支静ft1:る空知川東北与野百し、タ霊長Jf!Jt;同補~包む。本幽棋に燈す·＆灘慣

の小支統I主各分流して此の二支流i二流入す。地磁の地勢既に東側に狭〈関側に康告ら以て凋.｝LJt亦阿iこ

長大なるか見る。 l!Pち東側の河流11ヤマベ川！トナシユベヅ川か最とすペ〈前者It）！重別岳前岳に設しこれ

ιり東に分自すS支阪か迫ふて空知川に泣入すo＇後者 lt:Jt水源少張岳の南側jに殺し安施エバナオマシト
サシユペヨ’J•J.0:r貰土に讃源し来志キ軍事れ!I!Iこ麓跡長Lり来ろ第一、第ご、交流か入れ量陸illにて愛知川に合

す。本山厳ゆ北方l:t草創JIJ長大に！ιザ滅私遭別岳i二議，し山際le北に遁ふて察知)lJlこ合す。夕張水系将司
It芦別岳i二軍基源し南間流ずるものにして、夕張岳に綾滅するペシケモユウバロ）iii寵のi翠等の水か合ぜシ
.s.,>oバロ川となりて、業夕張岳南方に革連源し北西流し来るバシケモユ汐バロ川主合し夕張川本流1ヒ？よる。

室、地質

夕張由膿1主主をLて古成層及び之れを貫きて遊殺せる蛇紋砦、輝石撤習砦実

輝総岩、務岩等の古岩を初めとし、夏にとれに伴へる中生層並に第三純漕等工

事政志ものにして、特に其西側第三紀暦は丞知、夕張繭農田の根充にして賞t乙

本遣の賀庫と解すペ草地質を有せbo本山臓の東側拡大井上氏側代よ bて其

地質を調査せられ、西側ママベ川トタ・~.：＆ベヅ川流域は山根氏 00 R. l ？＞て調

査せられたるものあれば予は是等を資料とし夏に予の卦水嶺縦断肱行の観察調

査によ bて本山脈高地帯の地質を考究せんと欲すO

I.’古生贋本山臓の高地域即も甫夕張岳よ b北宮良野岳民連する拾錯里の

約ち∞ー1000m以上あ地域は古生層の占UるとZろにして、庇直域は地形概し

て念陵lζし℃、特rt産別語、夕張岳雨高峰附近re.於f及び之れと卒行する西側
曲嶺、扉鼠昔、鋸岳等に於て山骨稜争犬牙股起伏を1/tせIJ0 

夕張岳頂上の古生暦は雑色石英岩及び板状輝総凝茨岩よち形戒せられ、其

他珪岩、石i反岩等をも堆積し出骨稜令た b。頂上附近iま夏に古生暦を貫主’f避

義せる輝石撤携岩、輝線岩、蛇紋岩等大地積を占め母岩毒欄し℃地形卒坦と怠

島、£｝.て山嶺を南北』こ卦割せb。

・麓別岳頂上の古生唐は板状輝線凝灰岩、珪．岩、石英岩等によ bて構成せら

れ‘噴出砦穆少君れども地動の襲化を受け売る之と甚七〈、断層、摺曲を有し’t輔鯛蝕して懸崖絶壁を意すとと薯Lo
鉢盛山は其頂部醍昔、石英砦等よ b戒b、雨岩帯の聞に於て務長在る問地

容を有せ争。

富良野骨、鼻風岳、鋸岳lま芦i稜質石袈岩にして崩壊し易〈南北に縦造する

曲嶺を有する此等山峰は其東側即ち夏季常風の方向に於てI喋斜面を有せ告。

n. 中生唐本山臓の東西雨側約 1000m 以下R鞭達する中学暦i土、西は
夕張用上棟宮1.:t.歩バロ川及びバシタ毛畠＇！，バllJlt 南川の流域及~麗別川上棟地
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域空知川中流地帯に亙る属大なる匝域を占め東はトナシユベヲ川、ママベ川及

び空知川上流地域一帯を占むるものにして、古生層と第三組層との中聞に位す

るもの在 b。而して中生層を貫主て現出せる輝総岩、動岩、蛇紋砦、，地帯は特

殊の地形をなし、植物卦布上亦注目すべき結果を来せし

本層は諸皐者の研究せられたる所にして、其白望組層たるや何人も疑を容

れぎるととろ攻れども、其上、中、下の匝別は今向専門家の攻究中に属すると乙

ろなb。
III. 第三絶混び第四紀居 山麓、特に西側は慶大在る第三紀層よ b成 b、

豊富在る表聞を撮すれども、東側は第三和の礎違極めて不良にし℃、中生層tζ

狭小なる匝域を占むるのみ．北部麗別川流域に於て、稲本暦の大臣域を有せる

産別炭田あb0 'c 

第四紀屠 は空知川上流地方所謂富良野原野、並広岡川中流産別川落合附

近及び夕張川中流清水津附還に脅達するのみo東方建に石狩平原の第四組層に

接績せん

困、集候

I. 気温本山服に於げる高山気象は正確に観測せられたるものなし只僅

に山麓基底の気温と他の本邦諸高山氏於ける観測の結果を綜合して明か推定~＇
試みんと欲すO 而して基底束西雨側に於ける気温は究の如しO

商 3逮8o布m 
芦別 漉川

月 350m 300 m 400m 117m 37m 20m 30m 
Eヶ年 2ヶ年 21'"年 9ク・年 Eク年 9ヶ年 51'年 2ヶ年

V-VIII 
19,4 19.0 19.7 20,0 20.4 19.8 17.3 18,7. 

平均

VII VIII 23.5 23.1 23,4 23.6 24.6 23.2 22,2 22.5 
平均

年平均 8.6 7,4 7.8 8.6 8.7 8.6 8.2 9.9 

即ち、本山脈基底の気温は東側に於て、 VII.VIII.平均 23・3度西側は 22・3度

にして、東側は西側よ bI度の高温なるを示せb。然るに海抜高に於℃は東側

基底は西側よ 9360 m 高~ ~＝以℃、彼れよ b も低温ならぎるべからまるに、乙

れに反するは、本山脈東側基底が地勢による幅射熱の影響大在るに起因するも

のにして、此の雨側に於ける気温の偏差は高度を増すに従t減少し山頂に於て

零と在るべし。故に本山脈の高度に聖せする気温遁械の割合は西側に准じて算出

するの安嘗なるべ3を信ず。即ち最高部夕張岳頂上に於て、．海按高 1984m.西
側基底、岩見揮に於τ20mなるを以℃、今本山脈に於ける VII.VIII.の高度

正
副 ζE
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毎 100m ＆ζ劃する気温遮誠律を＊

山 麓 （2am）一一一中 腹（1000m）・・・・・・・・・・・・・・・ 6 ・・0,59。
中腹（1000m）一一八合目（1500m) .................. 0.46。
λ合目（1500m）一一環上（1984m) .................. 0.86° 

として山頂の VII.VUI.に於ける気温を算出するときは平均 Iα2度と在る。

是を東西雨側各高度K見るに、東側の VILVIII.に於げる毎 IOOmに於ける』

遮滅律を。

山麓（350m）一一←一中腹（I白河川................o.8・
中腹間合目（IOOOmト一七合目（1500m) .......... : ..... o均。

七合目（1500mト一一ー頂上（1984,,,) ................ 0,98° 

として計算すれときは賓の如L0, 
；－帽－国帽． ' 

高 度｜関側’｜東側

zαX> m I 16.6＇・.， 18.1° 

1500 m ! 14.3° I 14.7° 

1984m Z質上｜ 10.2。 I 10.2° 

H.Mayr氏に従へば．北竿球に於ける森林限界気温は、v一vnrの四ヶ月
平均気温 IO 度を以て決するもの L 如し、而して本山臓に焚ける v~vrn.~均

’集湿は、基底東側に於て 19.・3度西側に於て 18.6度在 b。故に V-VIII.頂上

に於ける気温1.;t6.9度とな b。本山臓に於ける蘇林限界気温 JO度線7，垂直高

度は 1500m前後にして同地黙に於ける VII.VIII.平均策温は 14・3度在品。是

を本山脈各高峰に見るに夕張岳、建別岳は同等温層を扱〈乙と JOOm-400例

以上に及ぴ、鉢盛山、三角山は僅にz(l.~t達 L、富良野岳．扉風岳等は其下に

あるべし。

II. 陣水量降水量、配付の関係が植物卦布に及ぼす影響の大なるは言を侯

たず。然るに従来本邦諸高山に於τ山岳気象、特に降水量配布に就き正確に
鋳山E舎に於げる、高度に撃すす S集湿の逓減律I！、本邦諸高~(JI二於て、正確なる観測に五れS測定の
錆呆なし。只優に利尻山、男笹山l二於けろ灘i則I！見るぺきものめり口故l二本山阪に於げる高度に費す
る遜減律l工、爾山のil!U~t.ie基礎として仮に測定ぜり。即毎 Ioom I二就て、
正 利尻山 tオヒ緯45.° 1729 m） κ明治三十二年VII.VIII.北海道腿臨時気象観測員測定、

I買上 1.13° 中腹 0.46 ．山重量 o.57•

男鍵山｛北線36° 248o m) 大正三年VIII-X大五四年 VII-X
森林測候所臨時男笹山気象観測所測定、

犬正三、 VHI. 大正問、 VII-X. 平均
中腹一一頂上 0.54 0,56 0,55 

山．麓トーー中 腹 0.50 0.39 0.45 

山麓Hー頂上 0.52 0-47 0.49 

畿日制尻山と男館山の爾測定の結果た平均すろときは

、 J 頂上 o.86 中腹 0.455 山麓 o.595

J但し男笹山山麓は，1270,nl二して事寅山於て中腹なればこれや利尻山の中腹i二比し山麓φ、
対面滅律I！宇都宮一一山麓商の計算l二ιりて計上'ttゆo ， …『／
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観測せられたるもの少し只僅に筑波山、及び男体出に挽ける観測の結果t>a

のみ、而して此の結果を綜合するに、高由民於ける降水量，配布は、山麓よ b漸

次中腹』t:上るに従以降水量を増し、中腹に最多降雨帯あ b℃、之よ b漸次頂上

に向て減ずるも、面も山麓に；与をけるものよ b少在主z.となきが却しO 身体山に
於げる観測の結果、夏季刀最多降雨替は I27G御前後を上下するもの、知〈、期

ち岡山の最高部 2480m R劃し約中腹に相官するを見るO 之を我夕張岳低律す

るに其基底に於て 400m 高部は 1984仰なるを以て本山p脹の最多降雨帯は海援

IOOOm附涯を上下するものなるべし。今本山臓に於ける夏季常風の聖母面たる東

側山麓托於ける降水量を見るに突の如し、

落 氏｜間違れ｜山 ゑ｜下管支払｜芦 払［三竺包
V-X I 899,0 I 642,1 I 651.3、I 561.9 I ss2.2 I 726-4 
年平均 l 1453・5 I II40.9 I 1042,1 I 923.1 I 886.2 I 1o62.7 

即ち、卒均 V-X降水量 672・2mmなb而し吃本邦山岳気象甑測の結果を綜合

する拡、由顕は山麓にJtL苧均 2倍、中鹿最多降雨帯は約 3繕理E｛，が如きを以

て、之を本山臓に律するに、

由麓 670mm. 中腹 20印刷丸 山頂 IJ40mm. と意志。

今本由服の産向を晶るに南北は延長十里に亙b其間 1984m. 万歪 1400nzの

高峰を聾立せb。加ふるに東方乙れと卒行せる旬高山脈 2000m級友ぴす勝曲

集との中期』乙於て狩勝園墳の低部 6oomの銅〈品会、夏季十勝方面主事来る温

風i:t~ 空知川上流横谷を商産して．本山臓に劃し殆んど直角庇突進し．成主其

山腹tt.多量の降水を致す。而して之が反望号の側は常に風背となる以て．降水量

遊底誠ずべしっ て

大正元年
V-X. 釧路｜帯虜｜落合｜岩見漂

降水量 840 I s,“｜宮197 I 判4

此の結呆は本山脹の東西雨側に各水源を有する、空知m.夕張川の揖水量に影
響するによ bて著しき現象在るを認むぺしコ

軍基電水カ調査局調査

知 }II 系 タ 張 }II 系

329 ffl占土円出そ五ζ：吟t円＝；：
以上の影響は夕張山頂に於ける蛇紋岩地帯乃風化蒋震に於て著しさを認め．東

側面に於て所謂青崩の接達せるを見るべし向ほ本由艦各高峰托於サる草本画

J串棺
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の指に東側に謙蓮せる、及び西側降水量少き面tζ於て僅松の旺盛なる接宵を見

るが如き現象あ品。

豆、植物帯

I. 水平l¥:植物帯、本論に於ける夕張山臓は、税義に於ける範闘を取れる

之と、嚢R述ぶる所の蜘l,O 故に其水平的植物帯域も亦狭義に於ける基底限界

を意味するものにして、西側は産別川及び夕張川上流の二支流、 ~.:I.歩バロ川

バシタ毛2ウバロ川雨流域以束、東側は空知川中流縦谷以西、北界は空知河差

別問二慌の挟域を以て限界とし、南は金山山道を以て、堺とす。今是等の流域

,r：特ける植物帯を見る氏、室長II川中流横谷、下富良野、奔茂尻、野花甫、島の下、
下査日I］は葦し本山臓に於ける最低部にして、其河段上に費生ずる森林樹種は、

かつら、ほほのき、とぶし等の揖帯林要素の外他の数種の澗葉樹種tb成る混

交林を見る乙とあれども、一歩を進めて爾岸t乙於ける山麓比入れば帰ん芝生部

とど怠つ、えぞ怠つを主要株とする、針澗混交林なるを見るべし。夏K山部、，

金山等空知川中涜縦谷域 300-400,nt乙於℃は、河段」二よ b既に針葉喬木の眠

盛~る議生を見るべし。鶴「C本山脈の西界即ち、夕張Jlt上流地域を見る民、構

援 32011lの河段にしてとどまっ．えぞ怠つを主要株木とする、針澗混交の原始

林を見る。

本山臓の東部二三流域、例へば山部Jll、トナシaベ汐JII第一支流．（＊ロ歳、
トナシニ怠バヅJII)、流域にあ bては混在調葉噂向多量なるを見る、是れ河段丘著

しくはU字谷底の如き、現在若しくは．過去に於℃数次i巳濫匝域と他せる民主

b、針葉樹の義生をして不良ならしめ、之れに反して、滴葉樹林の形成せられた

るものなるべしO以上本山脈基底の範園内に於℃は．本山脈i主水平均帯域に於

℃第四帯、即ち寒帯林氏居るものにし℃、とどsつ、えぞまつを主要林本とす
る針葉毒本帯（軍高山帯）な bとす。

蓋し．腐義氏於ける本山服審林植物帯は宰却Jll流域民あb-cは下蓮別以西
の沖積層．夕張JI¥にあ b℃は灘の上以西の沖積層に於℃．滴葉樹を主としたる

針湖混交林を見、漸究石狩原野に展開するに従仏、滴葉樹林t乙推移する込のと

す。

II. 垂直的植物帯

a. 山麓Jtぴ中腹の植物帯針葉喬木の旺盛在る接達を途「るは、官鹿野

岳中腹、産別昏出費、山部川上棟地黙の連曲、夕張山麓、金山山道、等凡そ 3SO

僻~mの縄民於t最も濃密なるを見る、而し℃、西傭夕張川流域並に重別
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川流域にあ bては．同じ＜ 300 m前後Ib最も旺盛なる礎遣を遂げ、 1200m・の
高地勲迄も盛なる稜生をなせるを見るq とど車つ、えぞまつの聞に介在する調

葉樹種7)主なるものは

ななかまε、Lf.tのき、はラちはあへて、いたや、やまもみぢ、ぜんのを、きはしば、るかだも、
え＇；＇のだけかんは、 .ftヘラti.も、みづなら、ほほのき、か。ら

等にして、就中かつらは最も低＜ 270 m 前後，t絡 b、之ぞのだWかん訟は最恵

高＜ 500 m以上，c於℃現ほれ高地帯に遣しm上に及ぺ b0 
針葉喬木も富良野岳頂上附近、産別岳、夕張岳中腹以上、 900m-1200仰

にあbては漸次峰脊を占めて渓谷R.薄きを見るべく、且つ主本は之ぞまつにし

て、とどまっは漸究混交律を減ずるに至るべく、且つ介在潤葉樹種弘之ぞの

だWかん峰、みおかべて、みやまはんのき、等の高地要素を加ふるに至るべL・p 

b. 高地の植物帯

（イ1恒松直 Pinuspumila-formation. 裁に本山脈tζ於て高地櫨物帯とますは、

I相 0,-1500m以上の地黙にして、其気候要素tζ於τ、V-VU！＇気温平均 15度
以下の地黙を指すものにしてJ要するに針葉喬木の上部限界以上を指すものを

!> o而して、本山脈に於て此帯を代表するものは、僅栓及び之ぞのだけかん按株

；程5。今本山臓に於ける優松の配布股態を見るに．宮夏野岳 1620mtとあbて
は、其頂上よ b少し〈下れる 1400m以上の背脊民泊ムて密生し、麓別岳 1926

mにあbては 140::>mの夫婦岩附近に起上項上哨近今蘇原kk産別本岳の頂
主を密封せb。更に産別南峰 1890m n：あbては、其頂上杢部はきはめ・て媛性在
る僅松に蔽はれ、西側は 1200m迄下降し、東側は 1400m lζ下bて之ぞのだ
Wかん按株iζ交代せ90 I 

ι欝盛山 1650m は金頂部を鮭犬在る僅松によ bて密封せb。更に夕張山方

面を見る氏、頂上 1984m.k於ては岩角稜φ恒松を見るとと少S私 6西南の譜

面は密生せれ本山に於て恒松の最も旺盛なる重量遣を途ヤるは、南西の大斜面

及び．頂上、小夕張聞の団地帯にして、鐘岩、熊峰頂上は．嬢性の僅拾を密生せ

台。摘して本山tζ於ける僅松の下限界も亦 1400仰の下部蛇紋岩地附近在 b。

夕張由、鉢盛山聞に於ける骨水嶺は、平均 1350ー1600mにして、其高地は僅

松の見士大なる群落他の撞木林と混交せb。 ～ピ

要する氏本山臓に於ける僅松匝は其西側に於℃接育旺盛にして、東側に於

主概 L·（不良に、往や之ぞのだけがん峰、 b~かべて、みやまはんのき等比浸
害断絶せらるo且つ長下限界も西側に於て 1200例迄下降すれども東側に於℃

i主J40Cl~どFらぎるべし。此の僅拾分布上。偏差i主主とし℃降水量配布に踊

a睦臨
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するものたる乙と、震に気候論に於て述ぷる慮の如し。

〈ロ）えぞのだけかんはー直 Betula Ermani-formation. 本山脈に於て高地 1200

-.-16oo m tζ於ける峰背並に斜面lこえぞのだけがんほ株の僅怯及び澗葉潜水と

現存するか、若し〈は局部的純株を形成するを見る。蓋し、本山臓に於ける、

えぞのだ甘かんは株は虞大在る純林を形成するものにあらず、主として七；A
合自に常る針葉喬木林の上部よれ頂上若〈は分水讃に亙る東南側面、．及び、

磯産地の下部を占むるものにし℃、只昔時の第一夜林相の面影を残存するもの

と云ムベし。而して、本林は通常み鼠かへて、たかねななか車ど、みや怠はん

のき等を混交するを常とす。

（ハ）草本臨 AlpinePlant”formation. 本山臓に於ける各頂部は金部僅松氏依

て占有せらる、乙と嚢tζ迅ぶると之ろの如LO而して、其草本の介在を見るは、

夕張岳tζ於ける主峰小夕張岳内R於ける蛇紋岩高原 17001nの地無最も旺盛に

して．大なる御花畑を形成せれ其他蝦基岩喋原、並に鐘岩岩原及び、一東北に面

せる各蛇紋岩礁地tとして、其最下限は 140ぴ仰の下部蛇紋岩崩壊地な b。麗別

岳民あ bτIi’F フP岳（頂上）アシユベヅ岳（本岳）下の大花畑にし℃.（1890
m）、此の地黙を中心として北i主夫婦岩稜方の斜面御花畑t乙毒する閥、南は甫

峰民連槙する峰背（1700m）κ；於で南北に延長する各岩原、並に斜面御花畑にす

於て、美なる乾燥性御花畑を形成せれ而して其下限は夫婦岩．岩脚の磯地に

して 1400m R下降せ bo次に霊堂盛山にあ b℃は、其頂上は健松の占むると乙

ろとな b・（、金然御花畑を見るな4、反℃東側下 1500mの雪国、並に 1400仰の

凹地に接達せるを見る。富夏野岳は其頂上東側に小冨域の草本匿を見るのみ怠

b 。以上、本山阪に於ける各高峰頂は、何れも橿怯匿の占むる蕗にして純締ま

る草本直は唯草に其聞の露岩部、磯地、蘇原、渓谷並fl沼野、峰背の床七不安定

なる部卦等に接遣したるに過ぎぎるを認むべく、若し’是等の地形、地質上の麓

異を起さぎbしに於ては‘恐〈は金部僅松之ぞのだけかん法等を以τ蔽はれた
るものなるべきを想像するに難からず。此の闘係は本山脈に於けると同緯度に

あk 而も其高度に於てとれよ bも高主 2017 mを有する日高山阪の美生岳、

札内岳F:.於ても見るを得ベ〈、義生岳I立花両岩ょ b成 b、其頂部美在る園錐形

をなし、風化作用を受けたる乙と少主草純なる地形なるを以て、其頂部初め高

地一帯は恒松其他の濯木林之れを占め草本直は草IC頂上下の東側に小属域を

占めた b。札内岳は其頂部RE大なるえぞのだけかん訟の生育す』るを見たb。

其i血本道中部の諸高山氏於て．本山脈と同程度或は以上のものに於τ、活火山
を除外にしtは凡そ異の草本帯に達せるものあるを認Uる能はず。

、
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活火山、例へば十勝岳、大雪山等に於て其頂部に純粋の草本帯の如きもの

を横遣すれ目、其iま異の草本帯はせるt乙あらずp火山の破壊作用の結果第

輩衣相の絶滅したる後次て形成せられたる第二究的のもの在るペし。要するに

本由臓の高地帯は高山帯の下部即ち高山濯木啓を出てまるもの在るぺし。今夕

張山脈に於けるl目地植物帯及び櫨物群落を表示すれば突の如し。

L 山猫攻V'事援の錨吻
車車l』帯 Sub;upine-region, 

針葉醤帯 Conifer-region. 

A. 開墾地 Cultivated Land. 

B. 針葉樹林 Coniferous-forest・formation. 

c.針葉樹林内の河岸植物 Vegetation along a stream)n coniferous-forest; 
く甲） トナシユペ..YJII輝総岩犠

（乙〉 ヌプハオマナ4川中流蛇紋岩地
（丙〉空知川野花南水管放水口

D. 針葉繍帯の上苦官 Upper蜘Conifer-

II.高織の臨海
高山帯 Alpine-region. 

高山港本帯 Alpine-shrub-region. 

A タ揖智
A.；高山説潤岩生君事務 Alpine-wet-rock-formation. 

く甲〉 蛇紋岩帯

〈乙〉 石英岩帯

B. 高山斜面草本E Alpine-mat-herbage叩ーthe-slope-formation.

C. 総紋岩磯崎 Alpine-serpentine-fragmentary-rock-ft。，rmation.

D. 高山語草原 Alpine-moss-field-for.回以ion.

E. 高山岩原 Alpine-rock-formation.

〈甲〉 鎖岩及ぴ熊＆

〈乙〉蝦纂岩

（丙〉 Z買上に於りる岩原

B.麓別笹
A. 高山添潤岩生群落 Alpine‘wet-rock0formation. 

B. 下部岩原 Lower-rock-field-formation. 

C. えi＇のだけかんは林下草 ’fhe herhaceous undergrowth-in-Betula Enμani-fo町st.

D. 高山斜面草本匝 Alpine-mat-herbage-on~the唱lope-formation.

E. 高山燦原 Alpine-Fragmentary-rock-formation. 

t甲〉 地獄谷日農地

く乙〕 芦別本岳南方の機原

（丙J頂上北側の大岩壁下藤原
F. 高山草原 Alpine mat-herbage. 

G. 高山蘇原 Alpine-moss-field司formation.

H.高山岩原 Alpine-rock-field-formati。n,

告白話ι
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〈申〉岩壁

〈乙〉岩ー瞭

（丙〉望号 角

a鉢置智
D，宮良野智

六．植物配布駅態

1 山麓震・'CJ中腹の植物、

軍高山帯． Subalpine-region.-. 

針葉樹帯、 Conifer-region. 

"/ 

A.. 開墾穂、 Cultinted Land; 本山際塞底地方の神積層は比較的土

地肥沃在るを以て、盛lt開墾せられ、今や原始的植物景観を見るとと困難民し

て値に某残存せる轟林it.l bて遁想し：得るのみ1J:骨o踊して、其匝域iま願贋大

にして．金山騨附近トテシaベザJ11下棟約一里、山郁川下流よb宰鋤，，，常岸R

括ふて下宮良野tζ亙る農科大串第八農場地域及び産別騨附涯の肇地理Ebと，す。

此の聞に於砂る原始的林相は

か,of弘、 ζぶL、や官与はんf)骨れいたや、‘管んのを、みづ4量、しな、はラちはふへで、4・.もみ

払 L凶、はしどい、制まはや念払みづ姉、や前除、削減ぽ誕いじp、鼠鼠＠舎、
おかtt.も。

4事の調薬寄木や主とし、これに＆どま。、 1.1'$。俸の針策費E木やi昆棄し、斑望号木海水のこれ1；~1ta ‘

のl宜、ひるはに捻とζ、たらのを、。，のを、害容や見、此等喬木植木Iこ纏援するもの、

ぶ調！＇、 ζ （t,、またたが、ご.！ ！）づ,I、。~516L、.めり鴻？事1：めゆてIt、

え習いちご、《0いちご等調i:oltふ。

革本lこして＊Ill域の主唆分らなすものIt、

ふ舎、はんどんさ＇、』tぶすまさラ、 ~c、棋にし電量。け、＂憶はいb ~ 'I、 .t~•、ゃ＊•
らん、総』まいたど明、はなラど、 .J:つはひよど明、等にして面l成分としては、
をつ’ふ弘、むらさを。明ふね、音%1まはζ、。/6'6隊、はへE(S~、ふ.,o..さラ、ate旗。守一：，
ぬす'CJC.！は菅、 4る.ほaラ、か！l'Ut、むかどいら（'I...とちはにんじん、がよJ（~ぷ

たはe.、わらTl、ともi.さラ、さは，，ぢさゐ、かeんさラ、もよる著書~t l.、み＜！：＞tloll'，、書Z

』ま/6 ，さ~、やぷじらみ、やまはは己、あかlj、て曹はぷL、。るにんじん、 tilまはtt.いζんさ

＇、多まのみ 9ぼ、みづ＂＇唱れすぎな、＆《さ、等 lこして、是等の聞にltl!B聾の結呆他孟ゆ愉

司書えられたりと見ちるペー

げんOL.t~ζ、あかぎ、《 'lt>:b 雪、 'l>るほの司n.奮し、むかしよもを、 Otjl,、 .. ‘や•It . 
e、t:/Jみづ'O'舎、え守DI:づおあさ星島、いぬ'CJCゆ、等や挟繕するや寵むべし。

.治若し（ ltll地lこIt

が＇$、けなしらぶらがや、...曹、へら量 Zもだか、 t-。おのぼたん、いLみかは、え珍ζl,，＆島、

み，t主ζベ、星島官級ll?t:、書fl玄ラL、さはあざみ、 tuま！＇：of:'ん..ラ、ど《ぜ曹、訟がはf),!!
じゃラヲかみ、毒事必見るや普混とす。
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B. 針葉樹林、 Coniferous-forest-formation. 本山阪に於ける東西

南側山麓 300m-400 ml  b山腹 1200仰 に遣する聞は、金部殆んど針葉喬木

の蔽ム慮にして、とどまっ、えぞまつを以て主木とせる、とどまっ、えぞまつ

混交林な b、而して其開に混交する澗葉樹は

Lなのを、せんのき、いたや、ほほのき、やまもみぢ、れへうだも、ななかまど、あきだ、や

まほんのき、はラちはかへで、あをたも、えすのだけかんは、やちだも、みづなら、しらかん

は、まかんは、きはしば、ラらじろななかまど、からζを、かへで。

容や主要素とすれども、河床の傾斜緩慢なるヤマエ川トナシユペヅ川第一支流森田港等lこめゆてIt涜域It

E骨汎法谷と場ずろか以て叉空知河筏谷、麓別、野花南、附近の沿岸にありて11.、前述の原因のタト渓谷に

ιる集温の高昇にιり、潤葉樹4,,主としTころ針潤混交称、若しくlJ局部的の濁葉樹林か見る而して如斯
’場合1：於てIt、
かつら、ほほのき、みづなら、あかたも、《除、やちたも、 ζぶし、 Lζl,、みづき、ぜんのを、

どるのを、れほほゃなぎ、ひろはζ事ゃなぎ、まるはやなぎ、ながはやなぎ司、

等~主要なろ林木とす。是等と混交すろ亜祷木、濯木i こ It

れんと、いぬがや、むらさをつ事ば'I:.、しろはなLや《なげ、まゆみ、いぬっIt、おかみのいぬ
。げ、はなひnのを、すのを、れほぼすのを、 ζやラら《つつじ、 ftfまはいIまた、たかおはら、 f
しろはなζめつつじ、ほ。。じ、みやましをみ、むらさきゃしほっつじ、

等~重宝ふるタト、特に野花南、鳥ノ下、大夕張字二股i二於げる、は《ラんぼ《、さはふたぎ、ラ唖のを、等

It蓋し温帯要素の渓谷にιりて浸入ぜる形跡と見ろか得ベし。
以上針葉樹内に於げる、若しくは針滴？見交林内lこ於げる下草rとして、主要なる要素るなすIt、

あきのを明んさラ、J:ぶすまさラ、はんごんさラ、まQぼの功れあざ星島、れほほいら〈さ、 tzに

しもつけ、やまぶ脅しゃラま、さらしなしゃラま、ォtiまいたど明、さはあぢさゐ、ばいけいさ

ラ、あかはなしも。け、からまοさラ、てりはぶし、ふき、
毒事にして、往々純群落ゃなして他植物忌慶節］ずるか見るぺ〈、是等と混交するも其勢力微弱なるIt

Lろはなゑんれいさ多、 9ゐえふぼたん、 9ゐえふしゃうま、よ二、ちみみかラも曹、みやま4弘主

んれいさラ、ゑんれいさラ、れほうはゆ明、（，？＞まゆ曹、ぎゃうじゃにんに《、れほばたけし

まらん、つはめをもと、さんかえふ、じうもんじしだ、 ζたにわた噴、

等lこして、林間の檎乾地鍛えb白むるものは、

i.写のをぬたさラ、まひづQさラ、《 ,iまはさラ、やまははζ、ふっきさう、《るまむ＜・b、ど
やラいちご、え雪いちご、

等にして、主日新林内に於て樹幹に纏鋳する植物｛:t、

ぶだ5、ζ《あ、またたが、みやままたたが、ごとラづ9、いはがらみ、等なり。

(t針葉樹紛内の河岸植物、 Vegetation along a stream i-n conifer-forest. 
腐植士に覆はれたる林内斜面、小撲の南岸等にあ bては普通上越の如S景観を
有すと錐も、河床及び河岸の露岸地黙は腐植士の少3と、流水の種子偉播の関

係友ぴ雲気の潟I関等、外界の気候的地質的要素の差によ bて是等針葉喬木帯に

あbても自ら．特殊の植物群落を形成せれ本山臓に於て渓流』C分布せる重寄

る種は体 A

もみぢあらま。、ふきゅ舎のした、《ろ《もさラ、いはあかはな、だい色んじさラ、え型，.)Jラき

ん《あ、 tzlまはみ9't：ま 1£づき、え9'！＇んはいさラ、指Zほほ金んを~

遁臨t
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等占として、空知川、エバナ才マシトナシaベサ川、トタ・3〆高ベサ川、ヌダハオ

マタ寸川、 lJ-iフザ川等河川の大小、局部的林間要素の混入によ bて多少景観

を異にすれども、要は以上敷要素の蓮立よ b成るものとすO 但し、トナシユベ

ザ川下流の輝線岩地帯ヌブハ才マタ寸川中流の蛇紋岩地、空知川横谷の野詑南

水電放水口附近等の大露岩地にあ bては、地質的地形的に大建fとを来せるによ

上自ら他と異在るー匝景を有せ b。

(1.) トナシ2ベヲj』l輝綜岩地帯、
ひめと《さ、ラヲIまぐさ、みやまたんぽぽ、だいちんじさラ、みやまたつなみ、必ほほζ、づ

たや《しゅ、え；・いはてんだ、き明んさラ、あきのき事んさラ、 tまざをのいちゃうらん。

。）．ーヌプバオマタ寸川中涜虫E紋砦地、
ながぼのしろわれもかラ、はひれと寄り、え守ふすま、あかはなしもつけ、たかねかはらなで

しζ、れほと 9とまらず、え；・のしゃラじゃうほかま、たうげしば、《るまむぐら、ふきゅをの

した、。ほめれもと、づたやCしゅ、やまぶきしゃうま。

(3・）空知川野花商水喧放水口、

’L習かにつ明、ちゃぼからまっ、えすしもヲけ、えぢいはてんだ、えすふすま、やまぶきし
ゃラ家、き明んさラ、ゆたゃぐしゅ、うつぼぐさ、あきのき明んさラ、たねつけはな。

d. 針葉樹帯のよ~Upper-Conifer-region.此地黙にあ bては針葉喬木林l主

主としてえぞまつよ b成上とどまつを混交するとと少し且其樹高も断次低

下し粗林となる。而して混交する澗葉樹種も漸〈高地性を有し来戸

みおかへで、れがらはな、えちーのたげかんは、みやまはんのを、ラζゐラっさ、たかねななか

まど、しろはなしゃ《なげ。

等や含み下草の種類も：羽衣高地性となろ。

え宮のりうきん《わ、えサきんばい、もみぢからまっ、ふをゆきのした、《ろ《もさう、書tfまは

のみすほほづき、等It屡々旺盛なる純群落か形成し、以て中腹Ill麓に於げる河F誌にf番布ぜろ、 i応聖書
軍事落の根元かなぜり、而して木地黙i二i工更に

をはなのごまのつめ、みやまたにたて、いはあかぼな、たにきをやラ、しiまがまぎ《、ごやう

いちご、 ζもちみみかラも明、なつゆきさラ、等其聞に混在也り。

II. 高地の植物

寓山帯 Alpineregion. 

高山濯木帯 Alpine-shrub-region. 本山阪に於ける ~j地 14qり 1n:·域主

の主要植物群落はは臼まつ及びえぞのだけかん按lb.成る高山濯木帯意高乙と

前章：U』乙油ぶる慮の如しO 而して之と混交し若iま接噛して純群落又u混交群落

を形成するものは

ず← ~ζんラヲぎ、たかねななかまど、ちしまざ《ら、みおかへで、みやまはんのを、ちLまへラ

たんぽ《 等~主要なるものとす。

はUまつは通常純群落を形成し、密民地表を隠蔽するを以て、其下草は岩

角を除くの外は通常ーて定にして、
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《ろ t もさラ、つまと 9さラ、事んおきう、ごぜんたちは~、みつはあラれん、どえふいちご、

え＇；＇のをぬたさラ、まひづるさラ、 Lらたまのを、あかもの、こけもも、

等の草本小濯木よ b成れども、えぞのだWかん訟は遁常疎林氏し℃、日売を通

過するとと比較的適良在れば、下草は比較的豊富なるぺ〈、期かる地黙及び草

本国高地に於ける配布状態は、地質地形の差異によ bτ著しき盤異を見れば、

以下主として本山阪に於ける各高峰の高地帯に就℃少し〈詳述すると乙ろある

，くL0 

A. タ 張 岳

夕張岳の高地帯は蛇紋岩の風化による特珠地帯を有するによれ其植物配

布蹴態も亦自ら特異なるものあ b。

a. 高山潔潤岩生群落、 Alpine-wet-rock-formation. 

．（甲九蛇紋岩帯、夕張岳の高地帯に於ける諸水源は頂上附涯に殺するを以τ、l
該地黙を構成する蛇紋岩は其風化を受くる乙と甚し、特に東側エパテオマシト

ナ~.:a.ベヅ水源地勲 1400 m iよ葉風化最も著しく諸慮に青崩と講する崩壊地を
形成し掲特の植物群落をなせb0 

ちんぐるま、むLと習すみれ、しろ多まあさっき、もラせんごけ、あかはなしもつけ、ラめぽh

ちさラ、』まちはのいはてたラ.、

等の該青崩上比三φ五ペト群落を在し叢生し河岸の沃地にはやまぶきしゃラまv
aつゆきさラ、からまっきラ、等の群落を見河床の岩上に生ずるものは‘
たいもんじさラ、《ろ《もさラ、いはあかはな、みやまたにたで、 ttlまはみすほほづ舎、たに，

舎をやう等あり。

ー〈乙）‘石英岩帯、下部蛇紋岩青崩の上方は石英岩帯tとして（ 1500 m-r70':) m) 

海域狭小と在れ飛諜水霧を散じて地帯潟f間まれ

ま.gほのひれあざみ、なっゆをさラ、え'6'のきんはいさラ、えサれいじんさラ、ふまゆを＠した、

いはいてふ、たかねずみれ、みやまきんぼラげ、うめばちさラ、きはなの乙まのつめ、はいれ～γ

とぎり、しろはあさっき、等水温岩際iこ生じ、岩上最盛にほうさぎぎ《、ちしま吋ろ、き

たあさみ、なっとラだい、なが阪のLろあれもかラ、

等比較的乾性の草本を見る。

b. 高山斜面草本直、 Alpine-mat-herbageon the slope-formation. 本自の

高地帯 1700m・・－＇－1800mの聞は築事なる斜面草本匝を現はし、下屠の御革島を

形成すベL,.而して其主要素は、 ' 

舎はなしゃ《なげ、ラらしまっつむ、るをのつがぎ《ら、がんζラらん、ちんt・.ii..とけもも、
。がざ《ら。

噂の嬢小濯木群落及びとれと接鞠を傑もて、

え3・のよ。ほし』まがま、ラさぎ書f（、ちしまにんじん、はひ訟とを事、、え；，あづまを《、みや..< 

品医＆
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曹んだラ、いはいてふ、 1.,,1-,ラまあさつを、いは。め《さ、いぶをとらのも、むかど＆ちのを、

ひめいはしゃラ』戸、え智のをん《わさラ、 ζはのつめ《毒、か＆ラはとベ、むしと曹すみれ、

，きたあさみ、 Lilがま~（。

等各小群落混交して美事なる御花島を形成せb。

., .c. 高山蛇紋岩疎地、 Alpine屯erpentine－合agmantary噌rockゐrmation.高地

1800m前後に於ける本山は、慶大なる蛇紋岩帯の磯地にして、東北に面し宅

トナヨ：.，.：；：＆ベザJI）水源氏四ヶ所。瀧J津川水源氏ーヶ所の蛇紋岩礁地を有せ ！， 0 

而Lて頂上直下のもの最ti大にし℃、之れよ b北民、二番、三番、四番．の各磯原
あb、往少量華零を有す。是等磯原氏生ずる植物Ii自ら特殊のものたb。即ち、
ゆラほザ’んだラ、まるほのたかねるざみ、 V,.l>やまはたきラ、うQつぶさラ、ゆラほ，ζ＇！＇

《ら、なんぶいぬなφ泳、むし＆事すみれ司《るみのいは骨量・舎しゃラ、し0ラまあき哩：）.、 'Cl'

l> Cんはい、みやま《わがた、て’はきずみれ、 ζほの,!jl'>（.、 1111:。It>（さ、か＆ラは

ζベ

等の主要素、各磯地に配布すれども自ら各地識に於て各特徴あるを見る。頂上

直下の大磯地は最も豊富にして金要素を包有し、．世親をきはむ。本匡域には以

上の主要素主混交して、次の副要素あ ~o

~I'«＞あづまぎ《、きたるさみ、多さ唱f~ （、さはttr.i.t、 ,ft'ttlば己、 l>t-«＞• ，ん..聾、
え；＇IDょっほし』まがま、 LIまがまぎ《、さまによも害、かぜんさラ、ちん（＇Q'l、たかね..ん
おい《あ、みやまをんぼい、はひttc!:ぎ事、かるふ＆唱聖ん《わさラ、’んおきラ、ラ診はちさ

ラ、みやま事んだ＇、つがさ《ら、舎はたの ζまのつl>、，，舎のづがさtb、，L’たラちさ
ラ、いぶl'c!:らのを、 ζもちとらのを、ほぎをいちょラらん、かめいは....~』戸、ラゅは怠さ~、

きはなしゃ（~げ、がんかラらん、 ζ砂唱』も、え9'＂いちゃ《さラ、みねずゐラ、 ＜ oまl>«>1量、

等多数の副要素i主要するに此匝の周嵐広於ける耕面草本幅或は其上部氏於ける

藤原等よ 8接濁しτ浸入したるものと云ムペし。而して主要素の配布j牒強も事
各種に於τ夫φ特有の性質によ bて、各適良なる地勲を占有するを見る。即ち、
ラ－。ぷさラ、＊6ば＠たかおあさみ、ひめCんはい、 ζぼ＠。It>(,a、級事ほの-06（さ、

等は比較的乾燥せ，る離原の裏地上を占め．

なんぶいぬなづ泳、司Z事は..す宮島拠、ひl>やまはなさラ

等は青崩の最も不安定なる地勲氏能〈義生し、

ピゆラ｝ま”んだラ、ゆラは’Zざ《ら、 Loラまあきヲ.. 、むしと’すみれ、（.＇！，易島＠いはぜ
..しゃラ、か」kラはζベ。

等は青崩の下部若しti主演議等に於ける比較的課i闘の地黙を占めたb。
ι高山議属、 Alpine-moss-field-formation. 蛇紋岩帯の上部！立地形亘平氏

し℃、往＋滞水し慶大なる藤原を義違せるを見る。此の大蘇原は賞に慶大意る

御花畠にしτ、畏くは他民其比を見ぎるものなるべしO 所産植物の要素は、
丸型r≪＞ょっほしiまがま、事し’たラちさラ、みやまをんはい、ちしまにんじん、いほいてふ、
ζtが員E砂あけぼ≪＞＇！ラ、ちん E・6't、がんかラらん、舎はな＠しゃu注げ、（ l,~すと、弘、
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恥ずはラ、つがざ《ら

等にして、中央の沼地、若し〈は沼泥の乾地には、

ひめしゃ《なげ、ちしまっがざ〈ら、むしと唖すみれ、かわかみ事んだラ、。＇ ζけもも、も

ラせんどけ、みおは明ゐ、《ろみのいはぜをしゃう、みやまPんだラ、ちしまぎをやラ、 ζほ

のつめ〈さ、いぶきじゃか’ラさラ、うgつぶさラ、ちしまへうたんぽ《、 あかみのいぬっtf、

ちんぐるま、 iま1jIまれんたで等1e産ぜり。

e. 高山岩原、 Alpine＝幽rock-field-formation,

（甲）、鐘岩友熊が峰、高地 1700m-1800 mの！出勲にして頂上に接して二ケの

岩崖あ b、大蘇原頭に望めれ之れを釣鐘岩＆ex熊が峰とす。是等岩峰の頂部
は、所謂高山媛小瀧木林を形成し美事に蔽はれた b其主要素は、

れiまはの《 'lζけもも、がんかラらん、 ζけもも、 ζめはつがさtら、いはラめ、いはひげ、
。がさ《ら、あをのヲがざ《ら

等にして、其聞に混交するもの、

きはなしiまがま、え習のょっばしlまがま、ちしまにんじん、あきのき明んさう、 9んねさ7、

え守のきぬたさラ、みやま明んたう、さまによもぎ、は〈さんちど明、 ＜o《もさラ、つまと
’さラ、ラさき‘ぎ〈、ごえふいちご、れほほのよοばむぐら、えちのまるほLもつけ、え雪合
。じ、ラ~はちさ号、みやまだいζんさラ、貴tiまはずの4量、みやまはんのき、みやまななかまど

等左上岩崖の下、脚部には又自ら特別在る植物群落を見る。釣鐘岩下の

明し習しのぶ、みやまいはてんた、ひめtわがた、みやますずめのひえ、むしと習すみれ、すひ

ば、みやまきんぼうげ、れやま習んだ多、ひめいはえて、たかね。砂《さ。

（乙）、蝦義岩、大花畑の北端tζ常上敷町副知℃し輝総岩の噴出よ b成る蝦

基岩あ b。北方tζ面して大崩をなし、岩脚喋斜面をなすO此の磯掛面、は本山中

随一ゐi高山草本を有する地黙にして、百花珍草僅小の面積l乙集合しτ、美観云
はんかたなL0 

ラらじ0~んはい、習し習わラ~、みやまむらさを、たかお《もまぐさ、たてやまわラぎ、ゅ

うは理事んだラ、ひめやまはなさラ、なんぶいぬなづな、《るみのいはぜをしゃラ、さ訟をぐ

あま、たかおかはらなてしζ、ゅうは習うづ、ちしまきをやラ、みやまはたざほ、 ζまがだけ

あけぼのきう、たかねあざみ。 ， 
等珍奇なる種類を有する外に

事んおきラ、 iまたるさいご、ラヲlまぐさ、あかはなしもつけ、みやまをだまき、え雪ふすま、

ちゃiまからま。、ゆをあ曹こぎ《ら、ひめ｛あがた、みやまたにたて、をりんさラ、ひろはの

いほうゐをやラ、みやまかラサ習な、みやまきんはい、はひれとぎ曹、たかねぬかぼ、たかねす

ずめのひえあり。岩角乾原に（t、がんかうらん、いはかげ、いほうめ、 ζもちとらのを、え

雪のるづまさ《、 ζめは。がざ〈ら、たいもんじさラ、みやまだいζんさラ、え習のJ;。ほし

tまがま。

等約四十種の高地植物を集会せb0 

（丙〉．頂上院於げ~岩原．頂上 1900 m iム西側（J:.僅挫の密蔽すると乙ろとな
れ東北側に露岩を有せ!J0 

d畠るp
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い』誌を＆ちのを、 ζもち＆らのを、ラめぼちさラ、事んねさラ、さまにJ:もぎ、みやまたいと

んさラ、みやま咽んだラ、がんかうらん、いはぶ《0、きぱなしゃ《なげ、 ζけもも、《o'l,
め＠金、ちしまにんじん、。まと明さラ、ラささぎ《、いはラ砂 等や産す。

B. 麗 sg岳

遭別岳の高地帯は地貌の襲化多様なるにIb ‘c.其植物配布獄態も、局部
的民各特異の勲少からずo

a. 寓山灘潤岩生群落、 Alpine-wet-rock-formation. 差別岳群に於ける高

地の積水源は、河床頗る急峻にして河岸亦？土壌に乏しき・を~て、所産の櫨物豊

富ならず。

え9'0’ろをλ＞（h、まるほのひれあさみ、《0《もさラ、調Eいもんじさラ、ふ.ゆを＠じた‘

＂＇墨はみすほほづき、いはるかはな、もみぢからま。、....ぶきしゃうま、 i.1JDよ'01ま1.,1患

が..。
等一般的渓流の要素を見る。

b. 下部岩原、 Lower-rod←field-formation.（夫婦岩諜地）、麓別岳、登山道

唯一の宿泊所'Rる夫婦岩 140m附近は、特殊なる植物最観を見るを侍ぺし。先

其岩脚磯地には

きんろラはい、｝ちしまげんげ

等本山脈中他に於て求め得ぎる種を有すペ〈。

ぬ」民事lまさ《、みやまたいζんさラ、 ζ＊がたけるけぼのさラ、ゆ多ば事ラづ、いはつ16＜さ、

れぶんさいi:、ちゃiまからまっ、むしと習すみれ、 t'はなのかはらまoぼ、いはぶ《0、tcに
《、《るみのいはぜ会しゃラ、ちLまあまな、ちしまきをやラ。

等主要なる高地植物を待べ〈、更に岩脚には、

いはラめ、 ζl>Iま。がぎ《ら、ちしまにんじん‘たかかいはら、だいもんじさラ、え雪あづま

ぎ《、みやまをだまを、みやまはんLよラづる、え珍いはてんだ、え9•のJ:。ほしiまがま、を
ほ1'.t乙まのつめ、みやまをんはい、れやま事んだラ、等や得ペu勾主主岩援にIt、ζまが1fけあ
けぼのさラ、みやま《わがた、ちしまげんげ、ぬぷ別ま書ft、ちゃIf'からま。、《-D°lゆ事予
ζもちとらのを、いぶをとらのを、しろラまあさつを、みしまさいζ、かのζさラ、みやまし

やじん、ゆをあ事 ζざ《ら、ちしま舎をやラ、等る得ぺし。

c. えぞのだけかん按林下車、 Theherbaceous-undergrowth-Betula Ermani-

forest.夫婦岩附近に於f、宿泊地黙と岩脚との聞に於℃、えぞのだげかん按の

疎林草地あれ所産の種類亦数種あ bo

は4せんなづな、 Lゆるさ易、かのζさラ、

等珍とすべく。更に樹下の瀧木には、

ちしまへラたんぽ《、ラζんラっさ、いちゐ、はひまつ、ありD 下草の｝般的なるlt、《るま

ゆ事、..ひづるさラ、 •.1: ラ t;ゃ~んに《、《 l,(\l! ラ、みや＊はんしようづる、え9•（）き

ぬたさラ、 Lほおまを4、i.7JDl,-O怠ぎ毛、
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等あれ探頭沼水を瀦する模地には、

はいけいさラ、みづはせラ、と《さ、すぎな、ゑんζうさラ、え写の明ラきん《わ、 i%』まはせ

んをラ、等4,見る。

d. F山斜面草本臣、 Alpine-mat-herbageon the slope-formation. 車別岳

群氏於ける、高地植物の主要在る／j高地』c.於ける耕面草本属の著しき稜注意上

とれ其地形の然らしむると Zろにして。山骨稜φtc.る問自然に趨嘗なる斜面を
有して、土壌の形成宜しさを得、豊富在る草本の礎遣を見る。即ち、夫婦岩と

頂上聞広於ける、連立宇里氏擁る、峰脊の耕面草本医及ex産別岳よ b中岳、南岳
民渡る同様なる峰脊、・特に其東t乙冒する斜面歎十町民渡る部卦等、英主要＇る

地勲在 bとす而して是等は、高度によ !J-c多少の差異を兎れずと離も、概観に
於て一致せるを見る、其主要素は、

あきのを’んさラ、みやまをぐQま、ラさぎぎ《、えすのあづまぎ《、 LIまがまを《、えすの

よ。ほしiまがま、みやま《わがた、れほほのみ方ほほづき、みやま事んたう、 ζまがたけあけ

慌のさラ、 ftやま事んだラ、《ろ《もさラ、ちしまふうる、むかごとらのを、は《さんちど’、

みやまをんぼラげ、みやまきんはい、もみぢからまワ、からふ＆ぜんか＂！ •. ~、。4 もぐさ‘ I>

脅からま。、ごぜんたちはな、いはftとぎ明、たてやまわラぎ、ずいほ、まひづ9さラ、’L

’~ラちさラ、

等にして、向此聞に於て、局部的岩壁、岩頭、には多量の、ちゃラのすけさラを

産するを以て夕張岳と著しき差あるt見るO 更に、

がんかうらん、いはラ砂、 ζけもも、いはひげ、ちしまぎをやラ、みやまだい己んさラ、ぢむ

かで、ちしまあまな、《ろみのいはぜをしゃラ、みやまをだま舎、あをのつがざ＜・；、つがざ

《ら、《ろうすご、をほなしゃ《なげ、みねずはう、だいもんじさラ、いちつつじ、えすっ

。じ、取に《、つ《もCさ、たかねあさみ、

等乾燥せる岩壁岩頭を飾るを見るO

. e. 帯且！喋慮、 Alpin.e-Fragmentary-rock-formation.産別岳に於ける高地帯

磯地は、其義違著しからず。地獄谷撰顧の細礎地、 9-79岳即ち産別頂上下

の大礎地、並に産別本岳南方の小磯原と礼在 b。

（甲）、地獄谷線地、

みやまかうち’習な、たてやまわラぎ、ぬぶlJIまぎ《、ちしまg習さう、。《もCさ、たあおる
さみ、やまはなさラ、みやまをぐ9ま、うつぼCさ、事し明たラちさラ。

（乙）、車別本岳南方の小磯康、

みやまたねつけはな、え雪つがぎtら、ぢむかて、たかおすずめのひゐ、みおは事ゐ、あかも
の、きたあざみ、みやまぬかt宏、みやま事んたラ、ちんぐあま、からふとせん《わさラ、 ζま

がたけあけぼのさラ。

〈丙入頂上北側の大器壁下喋地、

Lとたんさラ、ちゃラのす砂さラ、 V,めいはたで、いはぶ《ろ、いは。め《さ、ぬぷ別まを《、

ちしまぎをやラ、みやまだいζんさう、れぶんさいご、ほ01ま4Z>i"，んさラ、たかおをみなへ

通晶＆
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L、いはひげ、だいもんじさラ、 ζめは。がざ《ら。

而して、是等の場合に於て、其周闘に供、ふ共通要素は、

ひめいはLやラぶ、みやま《あがた、え；•LIまがま、え写のよっほしiまがま、 はr>-tteぎ曹、
ちしまにんじん、《るみのいはぜをしゃラ、は《さんちど明、えぢのあづまさt、さまによも

さ、 ζもちとらのを、等なゆとす。

f. 寓山草原、 Alpine-mat-herbage. 車 ijl］昏の御花島1立、麓別本岳 1890仰

を中心として四方に接達するものにして、其方向は各異在れども、之れを形成

宇る主要素は、一致するを見る ・
さまによもぎ、ラさ著書f（、みやまかうち’習な、あ舎のを事んさラ、みやまをt・Qま、えすの

よワぼLIまがま、えち「Uまがま、みやま《わがた、みやま理んだラLたかおあさみ、たかia.を
みたへL、いはぶ《ろ、ちしまふうる、ちんr.a;ま、あをのつがざ(E；、ちしま忍事さラ、ゆ
多、Iま明ラづ、つ《もぐさ、いほれ＆ぎ明、れぶんさいご、ちしまにんじん、 ftlまはきずみれ、

りし明たうちさラ、は4きんちど明、からふ＆ぜん《わさラ、いぶをとらのを、 ζもちとらの

を、え写つつじ、つがざ《ら、たかねずみ私、〈ろみのいはぜをしゃラ、 '0''6いはしゃラぷo

g. 寓山！語原、 Alpine-moss-field-formation. 車別本語西側の凹地に於t、

本山中唯一の蘇原を接達せ 7JCl媛小恒松林の開に長〈南北に渡bて義違せるも、

其匝域挟〈未1i幼稚なるものな b。該蘇原上には、－
もラぜんごけ、むしと明すみれ、 ~ia.はりゐ、ラめはちさラ、ひめいはしゃラ』戸、みやま明ん

だラ、《るみのいはぜをしゃラ、《ろまめのき、あをのヲがざ《ら、れぶんさいご、 ζけもも、

等水蘇－花苔の上lこ接育し夏候え方《あんさ多、うさぎをしの満開せる光景は美観な

b。
h. 宮山岩康、 Alpine-rock-field-formation. 頂上、即ち 9-79岳は北側

i立大岩壁をなして直下地獄谷K望み、北西側は岩壁轟やだれども傾斜ゃ、星空る

に足るべく、西南面は恒松を密蔽し、東側亦岩壁なれども比較的豊なる御花畠

〆を接蓮せb。
｛甲）、岩盤

ラさ著書F《、さまによもぎ、たかおすみれ、は《さんいちげ、からふとせん《あきラ、ちしま
にんじん、むかごとら＠を、ちL'lふラl>o

（乙）．岩隙

むし＆明すみれ、ちしまあまな、舎はなζまのつめ、'0''6いはしゃラ」戸、たかおをみなへL、《

るみのいはぜをしゃラ、たかねあざ星島、れほほきすみれ、みやまきんぼうげ、だいもんじさラ。

（丙）.岩頭岩角

~げもも、いちつつじ、あをのつがざ《ち、つがぎ《ら、をほ1.£l.,,f>《'fl.げ、 Lちたまのを、

みやまかうち，lJ 1.£、れぶんさいご、ちん（＂ 9ま、ちしまきをやラ。

C.欝盛岳

鉢盛岳の高地帯は、地形の礎化比較的少〈珪岩よ b成る主峰は鈍関頭扶に
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し℃、是tと東接する石英岩帯との聞広於て、ーの留地帯を有せb。本山の頂部

1649 m は、如斯地形きはめて平凡在るによ上陸栓の老樹を密生し、殆ttc
他の草本の殺生を許3ず。唯車t乙下草として見るべきものに、

ζけもも、どえふいちご、え雪n..もつけ、ごぜんたちはな、あかみのいぬ。げ。

等を量生ふるのみ。然れども頂上よ b約 30m を下 bたる東北緋面は、四タの緩

斜岩壁原を接遣し雪国を見る。是等の匝域は残雲と冷水の停滞とによ b、岩壁

上ーの特殊なる匝景を現出し：抱候概して遅引するもの、如し。

え雪之ざ《ら、 I>をのつがさ《ら、みやま.んはい、ラさ~tt （、や主要とし、之れと浪費Eするもの

れやま事ん花ラ、えすしゃうじゃうはか事、ひ'6いはしゃうぶ、たがおすず砂＠ひえ、え理i'Iま

ちゐ、みやま事んだラ、は4＇！んちど曹、もみぢからま。、あらしCさ、~めはちさ，.

等在 b鉢盛山整山口に於て、頂上lb約 200併を下れる（1449m）大雪原には

其爾側代駐大在るあをの。がざ《ら群を撃を遣し、長3約 100m k達せb。零擦の

下部東北側には、え宮のζざ《らの純群落あb。敷十坪tζ渡~--c紅花t飾 b、美
観宅Eb。此の地黙に於ける他の高地植物11.

みやま金んはい、 tzやまPんだラ、ラさをさ《、ラめはちさラ、あらし＜＇ 'I、もみぢから..., 
ちしまふラ0、~治るかすみれ、えす級事ゐ、’ L事たうちさラ、なつゆきさラ。

D. 宮麗野岳

富良野岳の高地帯頂上部iま謡φたる角稜質石灰岩よ b成L ~ はめて乾燥

するを以℃、草本の接育不良な b。即ち、 制唱にがな、 ζ砂もも、るらし奪つつじ、た

あおたんぽぽ、等の草木と、みやまはんのを、え雪のだけかんは、僅松の短綾なるを見、岩脚

にしんはいを産せb。地形、女日新を以℃、本山頂部氏於け7.>御詑畠はさはめ℃

貧弱にしτ、僅に頂上下東南面＂・於℃、小匝域の御花畠を見るのみ、某主要な
るものは、

たかおにがな、ラらしまっつじ、きはなしゃ（t.tげ、がんかラらん、 ζ砂もも、はζ。。じ、
いはひげ、ちんCるま、みつはあラれん、をたあざみ、いぶきじゃζラさラ、ごぜんたちはな、
え写のょっほし』まがま、乙けもも、やまはほと、ちしまふラろ、ほかまt~~ ，、え智《 bゐざラ＠

等主 b。頂上よ b約 2007仰を下bて、登山道t乙嘗b岩壁あb北方に面して、陰

性の岩原をなす。

ラちしま。。じ、。がさ《ら、がんかうらん、いはラめ、いはひげ、みおずbラ、 ζ砂もも、

’ L’ 1J,や《しん、みやま挺いζんさラ、ラζんう。~、ちしまきをやラ、~習って2じ、

等を見るo

以下．植物目録及び分布論あれども紙面の都合によ b究競に譲る。

温L


